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本番収録を前にリハーサルに臨む東亜樹さん。
ファンからの贈り物で首を温めていた
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引退前に 一 Hでも
博多駅にドクタ ー イエロ ー

福
岡
出
身
の
東
亜
樹
さ
ん
(

17
)

邦楽、規制の時代も

歌
が
好
き
な
両
親
の
影
響

で 、
幼
い
頃
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
で

マ
イ
ク
を
握
っ
た 。
マ
ネ
ジ
ャ

ー
役
の
父 、
秀
頼
さ
ん
(

71
)

の

仕
事
で
中
国・
大
連
を
訪
れ
た

際 、
4
歳
の
亜
樹
さ
ん
は
「
世

界
歌
謡
祭」
に
出場
し
て
優
勝 。

た
だ 、

順位
を
競
う
テ
レ
ビ
番

組
な
ど
へ
の
出
場
が
増
え
る

と 、
幼
き
歌
い
手
に
も
審
査
員

か
ら
厳
し
い
声
が
浴
び
せ
ら
れ

た 。
5
歳
に
し
て 、
ス
ト
レ
ス

で
円
形
脱
毛
症
が
頭
の
後
ろ
に

見
つ
か
っ
た 。

そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
が

ら 、
音
楽
祭
で
の
受
賞
な
ど
を

重
ね 、
実
力
を
開
花 。
日
本
で

あ
っ
た

日韓交
流
団
体
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
た
縁
で 、
12
歳
の
時

に
韓
国
で
初
め
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
し
た 。
日
韓
の
名
曲
を
両
国

の
歌
手
が
披
露
す
る
韓
国
の
テ

レ
ビ

番組
「
韓
日
ト
ッ

プ
テ
ン

シ
ョ
ー」

の
関
連
番
組
に
出
演

し
た
の
は
昨
年 。
そ
れ
を
機
に 、

韓
国
で
の
活
動
を
本格
化
さ
せ

テレビ出演文化の架け橋

― - -
・レど

'
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日
韓
の
末
来
開
く
歌
声

日
韓
の
国
境
を
超
え
て
歌
声
を
響
か
せ
る
高
校

2
年生
の
歌
手
が
い
る 。
福
岡
市
博
多
区
生
ま
れ

の
東
亜
樹
さ
ん(
17)
11

東
京
在
住 。
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
と
約
20
カ
国
語
の
曲
を
歌
い
こ
な
す
異
色

の
才
能
を
持
ち 、
昨
年
か
ら
韓
国
で
人
気
の
歌
番

組
に
出
演
し 、
現
地
で
は
日
本
を
上
回
る
知
名
度

に
な
っ
た 。

得意
の
昭
和
歌
謡
な
ど
を
披
露
す
る

福祉施
設
で
の
慰
問活
動
は
日
本
で
1
0
0
回
を

超
え 、
韓
国
で
も
始
め
た 。

（
平山
成
美
11

釜
山 、
竹
次
稔）

慰
問
活
動
の
中
で、
高
齢
者

の
手
を
握っ
て
回
る
東
亜
樹

さ
ん
11
9
日 、
福
岡

市中央

区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
幸
せ
物
語
薬
院」

謡
曲
や
演
歌
に
近
い
ジ
ャ
ン

ル）
な
ど
を
披
露
し 、
歌
え
る

曲
は
約
3
千
に
も
及
ぶ 。
「
映

像
を
通
じ
て 、
互
い
の
国
の
歌

を
知
っ
た
日
韓
の
フ
ァ
ン
は
少

一＝
な
く
な
い 。
両
国
の
文
化
を
つ

な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て

い
る」

。
同
番
組
作
家
の
朴
秀

真
さ
ん
は
高
く
評
価
し
て
い

る 。

p

月

小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト

会
場

も 、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た 。

韓
国
で
の
長
期
滞
在
を
終

え 、
9
日
に
亜
樹
さ
ん
が
向
か

っ
た
の
は
九
州
の
後
援
会
長

(

82
)

が
通
う
福
岡
市
中
央
区

の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー 。

,'

「
高
校
三
年
生」
な
ど
昭
和

て
い
る 。

．

の
歌
謡
曲
を
聞
い
た
通
所
者

韓
国
の
歌
番
組
は 、
聴
き
手
の
井
村
タ
マ
さ
ん
(

94
)

は
「
み

に
回
っ
た
出
演者
た
ち
が 、
感
ん
な
知
っ
て
い
る
曲
で
感
激

嘆
の
声
を
惜
し
ま
ず
に
歌
い
し
ま
し
た」
と
涙
を
流
し
て
い

手
を
応
援
す
る 。
そ
ん
な
雰
た 。

囲
気
が
亜
樹
さ
ん
の
肌
に
合

福祉施
設
の
慰

問活動
は
4

っ
た 。

「点数
を
気
に
し
て
び
歳
か
ら
無
償
で
続
け
て
き
た 。

く
び
く
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
「
声
を
聞
く
と
病
気
が
治
る

た」

の」 。
そ
ん
な
声
を
真
に
受
け 、

韓
国
文
化
に
詳
し
い
翻
訳
家
幼
き
亜
樹
さ
ん
は
「
あ
の
お
ば

で
ラ
イ
タ
ー

の
桑
畑
優
香
さ
あ
ち
ゃ
ん
を
治
し
に
行
く
ん

ん
に
よ
る
と 、
韓
国
で
は
日
本
だ」
と
張
り
切
っ

て
施
設
に

の
音
楽
が
長
く
規
制
さ
れ 、

向
か
っ
た 。
慰
問
活
動
は
韓

今
も
テ
レ
ビ
の
地
上
波
放
送
国
で
も
10
カ
所
を
超
え 、
亜

で
は
日
本
人
歌
手
が
日
本
の
樹
さ
ん
は
「
私
に
と
っ
て
韓

音
楽
を
歌
う
壁
は
高
い
と
い
国
は
も
う
第
二
の
故
郷」
と
い

う 。
一
方
で
ト
ッ

プ
テ
ン
シ
ョ

う 。

ー
は
C
S
（
通
信衛
星）
の
番

秀
頼
さ
ん
は
成
長
を
続
け
る

組
で 、
地
上
波
に
で
き
な
い
挑
娘
に 、
さ
ら
な
る
夢
を
託
し
て

戦
を
う
ま
く
仕
掛
け 、
日
本
い
る 。
「
亜
樹
の
歌
で 、

日韓

の
歌
を
聞
き
た
か
っ
た
人
た
両
国
の
人
が
さ
ら
に
つ
な
が
っ

ち
の
支
持
を
得
て
い
る 。
「
亜
て
い
っ
て
く
れ
た
ら 、
う
れ
し

樹
さ
ん
は 、
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
が
い
な」

両
国
で
活
躍
す
る
新
時
代
を
象

徴
す
る
存
在
だ」
と
指摘
し
て

い
る 。璽

で
は 、
日
本
の
演
歌
や

韓
国
の
ト
ロ
ッ
ト
（
日
本
の
歌

......
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両
老
有
博
J
目
。
夕
て
27

車
、
所
、
。
一
た
ク
し
20

哉

検
ち
海
日
た
を
け
ド

有
も

俊

点
う
東
19
し
姿
か
が
所

5

地

の
の
R
が
行
の
め
本
つ

T
。

国

線
J
J
両
運
前
詰
日
ずr
る

幹一
る
車
て
退
が
西
成
の
え

新
口
す
の
け
引
人
R
編
本
終

陽
工
退
成
向

の
J
1
日
を

山
イ
引
編
に
は
く
と
を
西
行

•
一
月
上京
で
多
海
―
R
運

道
夕
今
4
東
駅
と
東
口
J
に

海
ク
で
T
ら
多
う
R
工
。
降

東
ド

化
r

か
博
よ
J
イ
る
以

朽
の
多
R
見
一
い
年
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佐
賀
工

業高
（
佐
賀
市）
出
身・

の
元
プ
ロ
野
球
選
手 、
江
口
孝
義

さ
ん
が
今
季
か
ら
日
本
ハ
ム
の
2

軍
投
手
コ
ー

チ
に
就
任
し
た 。
1

9
8
7
年 、
夏
の
甲
子
園
に
出
場

し
た
本
格派
右
腕 。
当
時
13
歳
の

私
も
テ
レ
ビ
の
前
で「
す
げ
え
球 、

こ
ん
な
人
が
プ
ロ
に
行
く
ん
だ
ろ

う
な」
と
思
っ
て
見
て
い
た 。

91
年
に
福
岡
ダ
イ
エ
ー

に
入
団

9B9E 

し
た
が 、

れ 、
6
i

け
が
に一

の
思
い�

学
療
法

球
団
で，

こ
の｛

り
に
ユ―

会
見
で・

い
う
こし

西日本新間 miii璽’ ►Ijl- 多くの人たちが見守る中、
•□'「—- ＿ヽ―· .-..... -

JR博多駅で出発を待つドクターイエロー＝19日午前10時36分

斎
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
の
疑

惑
告
発
文
書
問
題
を
厳
し
く

追
及
し 、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上

ひ

ぽう

で
誹
謗
中
傷
を
受
け
た
こ
と

を
理
由
に
県
議
を
辞
職
し
た

竹
内
英
明
氏
(

50
)

が
死
亡
し

た
こ
と
が
19
日 、
関
係
者
へ
の

取
材
で
分
か
っ
た 。
捜
査
関
係

者
に
よ
る
と 、
自
殺
と
み
ら
れ

る 。関
係
者
に
よ
る
と 、
18
旦佼 、

姫
路市
の
自
宅
で
部
屋
か
ら
出

て
こ
な
か
っ
た 。
家
族
が
救
急

兵
庫 、
中
傷
受
け
辞
職

斎
藤
氏
追
及
の

元
県
議
が
死
亡

(0120)783556 Ji 
午後4時～午後9時、 生

毎月10日は 労
午前8時～翌日午前8時讐

(0570)783556摩
午前10時～午後10時 よ

(0570)064556 ↓ 
対応の曜日・時間は よ

都道府県により異なる 2 

搬
送
を
要
請 、
死
亡
が
確
認
さ

れ
た 。竹

内氏
は
県議
会
会
派
「
ひ

ょ
う
ご
県
民
連
合」
に
所
属
じ 、

県
議
会
調
査
特
別
委
員
会
（
百

条
委）
の
委
員
を
務
め
て
い
た 。




